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近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

特
集

近
代
日
本
の
地
域
社
会
・
業
界
と
慶
應
義
塾
―
―
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―
―

門
野
重
九
郎
と
鉄
道
事
業

三

科

仁

伸

一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
慶
應
義
塾
出
身
の
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
、
門
野
重
九
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
（
1
）

五
八
）
を
検
討
事
例
と

し
て
取
り
上
げ
、
彼
の
鉄
道
事
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
本
稿
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
あ
る
特
定

の
分
野
（≒

ロ
ー
カ
ル
な
領
域
）
に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
積
極
的
な
行
動
（≒

V
oice

）
を
展
開
し
た
人
物
と
定
義
す
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
門
野
重
九
郎
を
事
例
と
し
て
、
帝
国
内
外
に
お
け
る
、
近
代
日
本
の
鉄
道
事
業
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た

い
。
具
体
的
に
は
、
植
民
地
を
含
め
た
帝
国
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
基
づ
き
、
門
野
重
九
郎
の
鉄
道
事
業
に
対
す
る
認
識

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
彼
の
積
極
的
な
行
動
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
も
、
そ
の
発
言
に
つ
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い
て
、
多
少
引
用
部
分
が
長
く
な
る
と
し
て
も
、
仔
細
な
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

門
野
重
九
郎
は
、
大
倉
組
の
副
頭
取
を
務
め
た
人
物
で
あ
り
、
大
倉
喜
八
郎
（
一
八
三
七
―
一
九
二
八
）
及
び
大
倉
喜
七
郎

（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）
の
二
代
に
わ
た
り
、
大
倉
組
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
大
倉
組
も
し
く
は
大

倉
財
閥
の
組
織
人
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
と
し
て
の
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
本
邦
の
鉄
道
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
役
割

を
考
察
し
た
い
。

右
記
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
本
稿
の
論
点
は
、
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

第
一
に
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
門
野
重
九
郎
の
略
歴
を
ま
と
め
た
上
で
、
彼
の
日
本
経
済
も
し
く
は
企
業
経
営
に
お
け
る

位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
彼
に
対
す
る
同
時
代
的
お
よ
び
研
究
史
上
の
評
価
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
検

討
対
象
に
対
す
る
基
本
的
な
事
項
を
整
理
す
る
も
の
と
し
た
い
。
第
二
に
、
彼
の
具
体
的
な
鉄
道
事
業
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

こ
の
際
に
は
、
大
倉
組
の
事
業
と
の
関
係
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
彼
自
身
が
個
人
的
に
関
与
し
た
事
業
に
も
言
及
し
た
い
。
そ
し

て
、
第
三
に
、
彼
が
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
考
え
や
意
識
を
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
が
鉄
道
事
業
そ
の
も
の

や
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
発
展
と
の
関
係
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

た
だ
し
、
門
野
重
九
郎
個
人
に
関
す
る
一
次
史
料
は
少
な
く
、
ま
た
、
日
記
な
ど
、
彼
の
見
解
を
直
接
的
に
反
映
し
た
歴
史
的

史
料
は
存
在
し
（
2
）

な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
等
を
渉
猟
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
、
彼
の
鉄
道
論
に
接
近
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
た
い
。

こ
こ
で
、
門
野
重
九
郎
の
経
歴
と
、
彼
の
主
な
事
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
概
括
す
る
。

門
野
重
九
郎
は
、
一
八
六
七
年
、
鳥
羽
藩
の
家
老
を
務
め
た
門
野
亘
の
次
男
と
し
て
、
三
重
県
志
摩
郡
鳥
羽
村
（
現
・
三
重
県

鳥
羽
市
）
に
生
ま
れ
る
。
彼
の
長
兄
は
、
一
八
五
六
年
生
ま
れ
の
門
野
幾
（
3
）

之
進
で
あ
る
。
門
野
重
九
郎
は
、
一
八
七
七
年
に
慶
應
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義
塾
に
入
塾
す
る
も
、
兄
の
意
向
に
よ
り
、
将
来
は
、
教
師
や
政
治
家
、
経
済
人
で
は
な
く
、
技
術
者
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
一
八
八
八
年
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
科
に
入
学
し
、
一
八
九
一
年
に
卒
業
す
る
。
そ
し
て
、
卒
業
と
同
時
に
分
家

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
松
本
荘
一
郎
ら
の
紹
介
状
を
持
参
し
、
単
身
、
渡
米
し
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
に
勤
務
し
、
ア
メ
リ

カ
に
て
鉄
道
建
設
に
従
事
す
る
。
こ
の
間
、
中
米
行
き
の
話
が
あ
る
も
、
こ
れ
を
辞
退
し
、
兄
の
意
向
で
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
八
九
五
年
に
帰
国
す
る
と
、
兄
で
あ
る
門
野
幾
之
進
と
松
本
荘
一
郎
ら
の
相
談
に
よ
っ
て
、
鉄
道
院
へ
の
入
職
が
内

定
す
る
一
方
で
、
彼
の
も
と
に
は
、
工
科
大
学
校
の
教
員
職
な
ど
も
打
診
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
門
野
重
九
郎
は
、
帝
国
大
学

の
学
生
時
代
に
実
地
見
習
い
と
し
て
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
山
陽
鉄
道
に
技
師
と
し
て
（
4
）

採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
一
八
九
八
年
に
は
、
大
倉
組
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
門
野
重
九
郎
の
大
倉
入
り
は
、
大
倉
粂
馬
（
帝
大
時
代
の
先

輩
）
と
高
島
小
金
治
（
元
慶
應
義
塾
の
教
師
で
門
野
幾
之
進
の
親
友
）
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
門
野
重
九
郎
自

身
も
、
後
年
、「
ど
こ
ま
で
も
実
学
を
志
し
、
実
業
に
身
を
立
て
、
わ
た
し
も
民
間
人
と
し
て
終
始
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
明
ら

か
に
先
生
〔
福
沢
諭
吉
〕
の
ご
薫
陶
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
っ
た
」（
門
野
（
一
九
五
六
）、
二
二
（
5
）

九
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
業
界
へ
の
関
心
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
倉
組
へ
の
参
画
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ

と
を
中
上
川
彦
次
郎
に
相
談
す
る
と
、
彼
は
、「〔
慶
應
〕
義
塾
を
出
づ
る
者
多
く
三
井
三
菱
に
入
る
、
然
る
に
大
倉
は
新
方
面
な

り
、
復
た
可
な
ら
ず
や
、
且
つ
人
格
は
人
格
な
り
、
事
業
は
事
業
な
り
、
若
し
大
倉
氏
が
果
し
て
世
評
の
如
き
人
な
り
と
す
る
も

大
倉
組
の
事
業
が
惡
聲
あ
ら
は
之
を
改
善
匡
正
す
る
あ
る
の
み
」（
三
田
商
業
研
究
会
編
（
一
九
〇
七
）、
二
六
四
頁
）
と
し
て
、

門
野
重
九
郎
の
大
倉
組
入
り
を
後
押
し
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
門
野
重
九
郎
は
大
倉
組
入
り
を
決
心
し
、
大
倉
組
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
な
ど
を
歴
任
す
る
こ
と
に
な

る
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
時
代
に
は
、
大
倉
組
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
伸
長
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
倉
喜
七
郎
の
後
見

門野重九郎と鉄道事業
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役
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
国
す
る
と
、
大
倉
組
の
副
頭
取
に
登
用
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
大
倉
喜
八
郎
及
び
喜
七
郎
父
子
の
�
家
老
�
と
し
て
、
大
倉
組
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
大
倉

組
の
傘
下
事
業
を
中
心
に
関
わ
り
、
国
内
外
の
多
数
の
企
業
の
役
員
に
就
任
し
て
い
る
。

試
み
に
、
一
九
三
〇
年
段
階
に
お
け
る
、
門
野
重
九
郎
が
就
い
て
い
た
役
職
を
挙
げ
る
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
合
名
会
社
大

倉
組
副
頭
取
、
大
倉
商
事
会
長
、
大
倉
鑛
業
会
長
、
大
倉
土
木
会
長
、
入
山
採
炭
会
長
、
山
東
鑛
業
会
長
、
東
亜
興
業
会
長
、
朝

鮮
肥
料
会
長
、
日
本
無
線
電
信
電
話
会
長
、
露
領
林
業
会
長
、
大
湊
興
業
会
長
、
共
栄
起
業
会
長
、
東
京
湾
土
地
会
長
、
川
奈
ホ

テ
ル
会
長
、
鴨
緑
江
製
紙
副
会
長
、
金
福
鉄
路
公
司
社
長
、
日
清
製
油
社
長
、
東
洋
モ
ス
リ
ン
社
長
、
日
本
無
線
電
信
取
締
役
、

上
毛
電
気
鉄
道
取
締
役
、
大
社
宮
島
鉄
道
取
締
役
、
大
源
鑛
業
取
締
役
、
南
定
鉄
道
炭
礦
取
締
役
、
南
朝
鮮
鉄
道
取
締
役
、
日
本

化
学
工
業
取
締
役
、
大
島
製
鋼
所
取
締
役
、
合
同
毛
織
取
締
役
、
満
洲
綿
花
取
締
役
、
大
倉
火
災
海
上
保
険
取
締
役
、
大
倉
製
糸

取
締
役
、
大
成
火
災
海
上
保
険
取
締
役
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
監
査
役
、
復
興
建
築
助
成
監
査
役
、
佛
国
通
商
監
査
役
、
大
倉
ビ
ル

ヂ
ン
グ
監
査
役
、
日
本
カ
ー
ル
ロ
ー
プ
監
査
役
、
武
蔵
中
央
電
鉄
監
査
役
（
高
橋
（
一
九
三
〇
）、
二
六
八
―
二
六
九
頁
）。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
彼
が
関
与
し
た
も
の
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
大
倉
組
内
の
関
連
事
業
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
事
業
に
関
与
し
た

企
業
家
と
し
て
の
門
野
重
九
郎
の
姿
が
み
て
と
れ
よ
う
。

こ
の
間
、
一
九
二
二
年
に
は
、
死
没
し
た
早
川
千
吉
郎
の
後
任
人
事
と
し
て
、
南
満
洲
鉄
道
の
総
裁
を
打
診
さ
れ
る
も
、「
大

倉
組
の
事
情
は
、
い
ま
私
と
し
て
辞
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と
し
て
、
こ
れ
を
辞
退
し
て
（
6
）

い
る
。
こ
の
人
事
は
、
和

田
豊
治
ら
が
辞
退
し
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
川
村
竹
治
が
就
く
こ
と
で
落
ち
着
く
。
ま
た
、
東
京
商
工
会
議
所
や
日
本
商

工
会
議
所
の
会
頭
な
ど
を
務
め
る
と
と
も
に
、
関
東
大
震
災
後
に
は
、
帝
都
復
興
評
議
（
7
）

会
員
に
も
就
任
し
て
い
る
。
一
九
三
三
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
経
済
会
議
の
顧
問
や
、
一
九
三
七
年
の
実
業
使
節
団
団
長
な
ど
を
務
め
、
国
際
的
に
も
高
く
評
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価
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
財
団
法
人
日
華
学
会
の
役
員
や
慶
應
義
塾
東
亜
事
情
研
究
会
の
顧
問
な
ど
に
就
任
し
（
中
村
（
一
九

二
八
）、
二
二
七
―
二
二
九
頁
、
慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
）、
八
〇
―
八
一
頁
）、
中
国
と
の
関
係
を
深
め

る
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
中
国
観
は
、
当
時
の
政
治
情
勢
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
門
野
重
九
郎

は
、
太
平
洋
戦
争
の
初
期
に
は
財
界
を
引
退
し
、
戦
後
は
公
職
追
放
の
対
象
と
な
る
と
、
小
田
原
に
隠
棲
し
、
一
九
五
八
年
に
死

没
し
て
い
る
。

な
お
、
門
野
重
九
郎
の
妻
で
あ
る
り
よ
に
つ
い
て
も
、
付
言
し
て
お
く
。
彼
女
は
、
目
賀
田
種
太
郎
の
娘
で
、「
永
く
倫
敦
に

住
み
、
英
佛
語
舞
踊
に
巧
み
で
あ
る
。
社
交
界
の
花
形
」（
大
阪
毎
日
新
聞
社
編
（
一
九
二
三
）、
六
〇
五
頁
）
と
評
価
さ
れ
る
人

物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
女
の
弟
で
あ
る
目
賀
田
重
芳
に
は
、
大
倉
喜
七
郎
の
娘
正
子
が
嫁
し
て
お
り
（
武
内
編
（
一
九
五
六
）、

一
〇
二
―
一
〇
三
頁
）、
目
賀
田
家
を
介
し
て
、
門
野
重
九
郎
と
大
倉
家
は
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。

二

門
野
重
九
郎
の
評
価

次
に
本
節
で
は
、
門
野
重
九
郎
が
、
本
邦
の
経
済
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
同
時
代
的
な
評
価
を
踏
ま
え
、
研
究
史

に
お
け
る
そ
れ
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
、
二
〇
世
紀
前
半
を
中
心
と
し
て
、
同
時
代
的
な
評
価
を
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
大
倉
喜
八
郎
及
び
大
倉
組
と

の
関
係
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
実
際
、「
門
野
氏
は
實
業
界
に
あ
つ
て
一
の
紳
士
た
る
に
相
違
な
い
、
大
倉

組
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
倉
〔
喜
八
郎
〕
氏
の
事
業
を
起
こ
す
才
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
」（
三
宅
（
一
九
一

四
）、
九
七
頁
）
と
も
、「
喜
八
郎
翁
は
何
も
彼
も
俺
が
〳
〵
で
、
萬
事
獨
裁
専
制
で
や
つ
て
來
た
か
ら
、
門
野
氏
の
如
き
も
、
そ
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の
下
で
は
最
高
の
秘
書
、
通
辯
、
使
ひ
歩
き
を
や
つ
た
位
の
も
の
で
、
自
分
に
計
畫
を
立
て
ゝ
思
ひ
切
つ
た
事
業
を
や
る
と
い
ふ

や
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
」（
藤
村
（
一
九
三
一
）、
一
一
一
頁
）
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
倉
喜
八
郎
の
も
と
で
、
そ
の
事
業

を
補
佐
し
た
人
物
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
企
業
家
と
し
て
の
役
割
は
、
彼
に
劣
る
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、「
重
九
郎
は
も
と
工
科
大
學
の
卒
業
生
で
、
元
來
技
師
上
り
だ
が
大
倉
組
に
這
入
つ
て
め
き
〳
〵
財
産
を
作
つ

た
も
の
だ
。
人
間
は
悪
玉
の
多
い
財
界
に
在
つ
て
は
比
較
的
綺
麗
な
方
で
、
ガ
ラ
ス
板
に
黑
點
を
印
し
た
よ
う
に
技
師
気
質
は
な

く
、
そ
の
大
倉
組
に
ゐ
る
事
で
掃
溜
に
鶴
と
い
ふ
人
さ
へ
あ
る
」（
春
風
（
一
九
一
九
）、
四
一
頁
）、
も
し
く
は
、「
門
野
氏
の
あ

る
こ
と
は
、
大
倉
組
に
一
種
の
氣
品
を
添
へ
、
内
外
に
信
用
を
博
す
る
に
與
つ
て
力
が
多
い
」（
藤
村
（
一
九
三
一
）、
一
一
二
―

一
一
三
頁
）
と
さ
れ
、「
緻
密
に
し
て
堅
實
な
る
人
格
者
門
野
重
九
郎
氏
は
、
實
に
大
倉
組
の
至
寶
で
あ
る
。
蓋
し
氏
が
な
か
つ

た
な
ら
ば
、
覇
氣
横
溢
、
世
評
を
顧
み
ず
に
、
自
己
の
信
ず
る
處
に
向
つ
て
猪
突
す
る
大
倉
鶴
彦
翁
を
し
て
、
或
は
常
軌
を
逸
す

る
の
行
動
に
出
で
し
め
た
か
も
知
れ
な
い
」（
東
（
一
九
二
七
）、
五
八
頁
）
と
ま
で
評
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
倉
組
内

に
お
け
る
企
業
家
と
し
て
の
実
績
よ
り
も
、
大
倉
喜
八
郎
ら
を
支
え
た
�
番
頭
�
的
な
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
実
際
、「
大
倉
組
に
は
、
副
頭
取
に
門
野
重
九
郎
氏
と
い
ふ
傑
物
が
居
る
。
一
人
立
に
し
て
も
立
派
な
男
だ
。（
中
略
）
曾

て
は
満
鐵
総
裁
に
も
擬
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
支
那
公
使
に
さ
へ
も
そ
れ
と
な
く
内
交
渉
を
受
け
た
こ
と
さ
へ
あ
る
が
、
彼
は

外
部
か
ら
一
切
眼
を
覆
ふ
て
大
倉
組
の
た
め
に
黙
々
と
働
い
て
（
8
）

來
た
」
も
の
と
さ
れ
、
大
倉
組
に
対
す
る
貢
献
は
生
前
か
ら
評
価

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
二
代
目
の
大
倉
喜
七
郎
の
代
に
あ
っ
て
も
、「
頭
取
は
二
代
目
の
〔
大
倉
〕
喜
七
郎
で
あ
る
が
、
大
倉
財
閥
の
柱
石
は

門
野
重
九
郎
で
、
幹
事
の
粂
馬
と
頭
取
の
喜
七
郎
の
三
人
三
脚
の
か
た
ち
で
あ
る
と
は
言
へ
、
大
倉
財
閥
を
背
負
つ
て
立
つ
も
の

は
門
野
で
あ
る
。
門
野
は
、
一
身
に
現
在
、
大
倉
系
の
七
會
社
の
社
長
、
四
会
社
の
會
長
、
一
社
の
副
社
長
、
十
七
社
の
取
締
役
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の
椅
子
を
背
負
つ
て
歩
い
て
ゐ
る
上
に
、
日
英
會
商
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
押
わ
た
つ
た
り
又
、
参
事
の
速
水
を
重
役
會
に
代

表
さ
せ
て
時
事
新
報
の
經
營
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
大
倉
財
閥
に
は
門
野
の
外
に
は
人
ら
し
い
も
の
は
居
ら
な
い
よ
う
に
さ
へ
見

え
る
」（
鈴
木
（
一
九
三
四
）、
二
二
六
頁
）
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
評
価
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
大
倉
組
を
支
え
る

「
紳
士
的
な
人
物
」
と
し
て
、
特
に
、
大
倉
喜
八
郎
と
は
対
象
的
な
性
格
の
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
、
戦
後
の
経
営
史
研
究
に
お
け
る
そ
れ
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
土
屋
喬
雄
は
、
大
倉
喜
八

郎
没
後
の
大
倉
組
に
つ
い
て
、「
嗣
子
喜
七
郎
、
大
倉
組
の
頭
取
と
な
り
、
門
野
重
九
郎
副
頭
取
と
な
っ
た
。
喜
八
郎
歿
後
大
倉

組
の
人
物
と
し
て
は
、
こ
の
二
人
の
ほ
か
と
く
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
人
材
は
見
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
と
て
も
創
業
者
喜
八
郎
が
あ
ま
り
に
大
き
な
存
在
で
、
し
か
も
は
な
は
だ
長
生
き
し
た
た
め
、
と
く
に
評
伝
を
必
要
と

す
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
喜
八
郎
歿
後
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
大
倉
組
は
更
に
発
展
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
必
ず
し
も
飛
躍
的
発
展
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
」（
土
屋
（
一
九
五
五
）、
一
九
六
頁
）
と
し
、
大
倉

喜
七
郎
と
同
様
に
、
門
野
重
九
郎
も
、
大
倉
喜
八
郎
に
対
す
る
評
価
の
陰
に
霞
む
存
在
で
あ
り
、
彼
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
は
及

ぶ
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
一
般
の
財
閥
研
究
の
中
に
あ
っ
て
も
、
門
野
重
九
郎
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
、
皆
無
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
森
川
（
一
九
八
〇
）
の
中
で
も
、
門
野
重
九
郎
は
、
大
倉
組
の
関
係
者
と
し
て
そ
の
名
前
が

言
及
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
大
倉
財
閥
を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
研
究
で
あ
る
大
倉
財
閥
研
究
会
編
（
一
九
八
二
）
の
中
で
も
、
門
野
重
九
郎
は
、

大
倉
組
傘
下
の
各
種
事
業
、
特
に
中
国
方
面
で
の
そ
れ
に
関
与
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
一
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
財
閥
内

に
お
け
る
位
置
づ
け
や
、
彼
の
企
業
家
と
し
て
の
側
面
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
高
橋
（
一
九
三
〇
）
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、「
大
倉
に
は
前
述
の
如
く
未
だ
さ
う
し
た
組
織
が
無
く
、
依
然
法
三
章
流
儀
で
や
つ
て
ゐ
る
。
勢
ひ
、
責
任
が
分
擔
さ
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れ
ず
に
、
中
心
人
物
に
の
み
過
重
の
負
擔
が
來
、
そ
こ
に
無
理
が
生
ず
る
。
現
に
門
野
重
九
郎
の
如
き
は
一
身
に
十
六
社
の
會
社

長
、
一
會
社
の
副
會
長
、
十
三
會
社
の
取
締
役
、
及
び
六
會
社
の
監
査
役
を
勤
め
て
居
る
」（
二
六
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
大
倉
組
は
経
営
組
織
が
充
分
に
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
門
野
重
九
郎
と
い
う
特
定
の
人
物
に
役
割
が
集
中
し
て

い
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
学
閥
の
形
成
と
の
関
連
の
中
で
は
、「
門
野
重
九
郎
は
、
帝
大
入
学
前
に
は
慶
應
の
本
科
を
卒
業
し
て
お
り
、
慶
應
に

も
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
半
ば
に
大
倉
組
入
り
し
た
高
島
や
門
野
の
よ
う
な
人
々
が
活
躍
し
た
こ
と
に
よ

り
、
大
倉
組
で
は
事
務
系
で
は
慶
應
出
身
者
が
次
々
と
採
用
さ
れ
、
学
閥
を
形
成
し
た
と
み
ら
れ
る
」（
木
山
・
大
島
（
二
〇
二

〇
）、
四
二
―
四
三
頁
）
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
嶋
小
金
治
ら
と
な
ら
び
、
大
倉
組
の
事
務
系
職
員
に
慶
應
義
塾

の
出
身
者
を
多
数
登
用
し
、
そ
の
内
部
に
�
慶
應
閥
�
を
形
成
す
る
上
で
、
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

個
別
具
体
的
な
事
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
中
村
（
二
〇
一
六
）
が
、
商
事
部
門
の
機
関
車
取
引
を
事
例
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
初
代
支
店
長
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
際
に
依
拠
し
た
「
大
倉
組
内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
一

三
一
頁
）
の
一
人
と
し
て
、
門
野
重
九
郎
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
成
建
設
は
、
一
九
二
四
年
に
大
倉
土
木

（
現
・
大
成
建
設
）
の
取
締
役
会
長
に
就
任
し
た
門
野
重
九
郎
に
つ
い
て
、「
直
接
の
実
務
の
細
部
に
わ
た
っ
て
采
配
を
揮
う
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
合
理
主
義
的
な
経
営
感
覚
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
下
部
に
も
滲
透
し
た
。
当
社
が
建
設

業
の
経
営
管
理
に
お
い
て
、
万
事
に
率
先
し
た
合
理
化
を
遂
行
し
得
た
の
も
、
彼
の
精
神
的
な
影
響
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
」

（
社
史
発
刊
準
備
委
員
会
編
（
一
九
六
三
）、
二
五
二
頁
）
と
の
評
価
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
名
前
が
言
及
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
評
価
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。

右
記
の
よ
う
な
大
倉
組
内
部
に
お
け
る
門
野
重
九
郎
の
評
価
は
、
大
倉
喜
八
郎
の
生
前
は
彼
を
支
え
る
役
割
に
徹
し
て
い
た
か
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ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
没
後
に
も
さ
し
た
る
変
化
が
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
の
大
倉
喜
七
郎
と
門
野
重
九

郎
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
末
弟
で
あ
る
大
倉
雄
二
の
自
伝
的
な
回
想
録
が
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、「
門
野
氏

は
喜
八
郎
の
没
後
、
他
財
閥
で
は
持
株
会
社
の
株
は
一
株
た
り
と
も
一
族
以
外
に
は
持
た
せ
な
い
の
に
、�
大
倉
�
か
ら
は
少
し

ば
か
り
の
株
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。�
お
じ
さ
ま
�〔
大
倉
喜
七
郎
〕
が
わ
が
家
を
訪
れ
た
と

き
、
少
年
だ
っ
た
私
に
向
か
っ
て
大
機
嫌
で
漏
ら
し
た
言
葉
、�
う
る
さ
い
の
を
ま
つ
り
上
げ
て
や
っ
た
�
と
い
う
ひ
と
言
に
思

い
当
る
。
門
野
氏
は
こ
と
の
き
か
ら
�
大
倉
�
の
表
看
板
と
し
て
の
国
際
人
と
な
り
、
財
界
の
世
話
役
に
な
っ
て
ゆ
く
」（
大
倉

（
一
九
八
九
）、
一
六
七
頁
）
も
の
と
さ
（
9
）

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
倉
喜
八
郎
没
後
の
大
倉
喜
七
郎
の
代
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
の
株

式
を
与
え
ら
れ
た
一
方
で
、
大
倉
組
の
各
種
事
業
に
お
け
る
実
務
か
ら
は
遠
ざ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
、
先
述

の
大
倉
土
木
で
の
評
価
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
倉
組
に
対
す
る
企
業
経
営
の
研
究
の
中
で
は
、
門
野
重
九
郎
は
、
傘
下
企
業
に
お
け
る
役
職
者
と
し
て
言

及
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
大
倉
（
一
九
八
九
）
が
示
す
よ
う
に
、
大
倉
組
に
お
け
る
彼
の
役
割
は
、
決
し
て
支
配
的
な
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
創
業
家
一
族
を
補
佐
す
る
役
割
に
徹
し
て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
、
門
野
重
九
郎
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン

グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
し
た
財
閥
組
織
の
一
員
と
し
て
の
役
割
に
終
始
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
節
で
は
、
特
に

鉄
道
事
業
と
の
関
わ
り
か
ら
、
彼
の
企
業
家
と
し
て
の
側
面
を
検
討
し
た
い
。

三

門
野
重
九
郎
と
鉄
道
事
業

ま
ず
、
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
地
下
鉄
網
の
形
成
に
果
た
し
た
門
野
重
九
郎
の
役
割
に
つ
い
て
、
五
島
慶
太
と
の
関
係
を
中
心
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に
検
討
（
10
）

す
る
。

門
野
重
九
郎
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
よ
り
、
都
市
部
に
お
け
る
高
速
鉄
道
の
建
設
計
画
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
、
一

九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
後
に
は
、
よ
り
顕
著
な
関
心
を
示
し
、
高
速
鉄
道
の
建
設
推
進
論
者
と
し
て
、
積
極
的
な
立
場
を
と

る
。
彼
自
身
の
発
言
に
よ
る
と
、「
高
速
度
鐵
道
は
東
京
に
絶
対
必
要
で
あ
る
。
民
營
、
市
營
、
官
營
の
如
き
は
拙
者
に
は
問
題

で
な
い
、
最
も
速
や
か
に
建
設
し
て
市
民
に
利
便
を
供
す
る
も
の
と
し
た
い
。
議
論
を
す
れ
ば
、
事
業
の
性
質
上
市
營
と
せ
よ
と

か
御
託
を
並
べ
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
民
、
市
、
官
、
三
者
最
も
速
か
に
交
通
の
便
を
市
民
に
供
し
得
ら
る
ゝ
も
の
に
仕
事
を
與

ふ
る
が
よ
い
」
と
し
た
上
で
、「
其
鐵
道
は
何
式
す
る
か
、
之
は
拙
者
に
は
智
識
が
無
い
、（
中
略
）
拙
者
は
高
架
か
路
下
か
の
内

が
、
最
も
東
京
に
適
し
て
居
る
と
思
ふ
、
地
下
は
震
災
を
考
へ
て
之
を
賛
成
す
る
勇
氣
を
欠
い
て
居
る
」（
門
野
（
一
九
二
四
）、

八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
速
鉄
道
の
建
設
方
式
に
つ
い
て
、
事
業
主
体
に
お
い
て
官
営
か
民
営
か
、
建
設
方
式
に

お
い
て
高
架
式
か
地
下
式
か
は
問
わ
な
い
と
し
た
上
で
、
そ
の
可
及
的
速
や
か
な
る
建
設
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
京
に
お
け
る
地
下
鉄
の
事
業
は
、
一
九
二
五
年
に
、
東
京
地
下
鉄
道
が
上
野
―
浅
草
間
の
工
事
を
起
工
し
、
一
九
二
七
年
二

月
に
こ
れ
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
工
事
を
請
け
負
っ
た
企
業
が
、
大
倉
組
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
大
倉
組
の
門
野
重
九
郎
は
、
新
橋
―
渋
谷
間
の
地
下
鉄
建
設
事
業
を
、
改
め
て
計
画
す
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
同
年
、
東
京
市
自
体
が
更
な
る
市
営
鉄
道
事
業
の
建
設
を
計
画
し
、
免
許
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ

の
事
業
は
資
金
的
な
問
題
も
あ
り
、
実
際
の
鉄
道
建
設
に
は
着
手
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
下
鉄
事
業
の
建
設
を
目
論
ん
だ

門
野
重
九
郎
ら
は
、
東
京
市
に
対
し
市
営
地
下
鉄
事
業
の
経
営
委
任
を
出
願
す
る
も
、
こ
れ
は
却
下
さ
れ
て
（
11
）

い
る
。

し
か
し
、
門
野
重
九
郎
ら
は
諦
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
二
年
七
月
、
彼
ら
の
度
重
な
る
要
請
を
受
け
入

れ
る
形
で
、
東
京
市
は
門
野
重
九
郎
ら
に
対
し
、
鉄
道
建
設
の
免
許
の
一
部
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
る
（
東
京
市
役
所
編
（
一
九
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三
三
）、
八
一
頁
）。
た
だ
し
、
計
画
の
初
期
で
は
、
東
京
地
下
鉄
道
の
早
川
徳
次
と
共
同
し
て
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
を
構
想
す

る
も
、
実
際
に
は
、
鉄
道
建
設
の
た
め
の
資
金
調
達
の
目
処
が
た
た
ず
、
門
野
重
九
郎
は
第
一
生
命
保
険
の
矢
野
恒
太
に
接
近
し

て
い
く
。
矢
野
恒
太
は
、
こ
の
話
を
五
島
慶
太
に
持
ち
込
み
、
地
下
鉄
建
設
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
に
（
12
）

な
る
。

こ
の
結
果
、
一
九
三
四
年
に
は
、
東
京
高
速
鉄
道
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
社
の
社
長
に
は
門
野
重
九
郎
が
、
常
務
取

締
役
に
は
五
島
慶
太
が
就
任
し
て
い
る
。
門
野
重
九
郎
の
こ
の
人
事
は
、「
建
設
会
社
で
あ
る
大
倉
組
の
代
表
者
」（
東
京
急
行
電

鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
（
一
九
七
三
）、
二
二
三
頁
）
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
高
速
鉄
道
の
事
業

と
し
て
、
大
倉
組
の
建
設
に
よ
り
地
下
鉄
建
設
が
進
め
ら
れ
る
。
一
九
三
五
年
に
は
、
渋
谷
―
新
橋
間
の
工
事
が
着
手
さ
れ
、
一

九
三
八
年
に
は
、
同
区
間
で
の
営
業
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
門
野
重
九
郎
が
両
会
社
の
建
設
計
画
に
関
与
し
て
い
た

こ
と
が
、
東
京
地
下
鉄
道
と
東
京
高
速
鉄
道
の
間
に
遺
恨
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
、
両
者
の
対
立
を
惹
起
す

る
こ
と
に
な
る
。
結
果
的
に
、
当
初
は
計
画
さ
れ
て
い
た
両
社
の
直
通
運
転
も
当
面
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
問
題
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
東
京
地
下
鉄
道
の
早
川
徳
次
に
よ
る
、
門
野
重
九
郎
に
対
す
る
反
発
で
あ
っ
た
。
早
川
徳

次
は
、「
東
京
地
下
鉄
道
は
自
社
の
工
事
を
担
当
し
、
協
力
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
大
倉
組
の
重
役
〔
門
野
重
九
郎
〕
が
新
会

社
の
発
起
人
で
あ
る
こ
と
に
激
怒
し
、
全
力
を
あ
げ
て
そ
の
妨
害
を
策
し
た
」（
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編

（
一
九
七
三
）、
二
二
一
頁
）
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
反
発
を
示
す
。
た
だ
し
、「
東
京
高
速
鉄
道
の
発
起
人
門
野
重
九
郎
が
東
京
地
下

鉄
道
の
請
負
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
社
の
関
係
に
は
当
初
か
ら
暗
雲
が
立
ち
込
め
て
い
た
」（
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
編

（
二
〇
〇
四
）、
二
七
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
が
両
社
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
対
立
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
両
社
は
、
一
九
四
一
年
の
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
り
、
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
へ
と
統

合
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
間
、
門
野
重
九
郎
が
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
・
東
急
電
鉄
）
の
五
島
慶
太
に
接
近
し

て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
島
慶
太
は
東
京
地
下
鉄
道
と
の
対
抗
上
、
同
社
と
資
本
関
係
を
有
す
る
京
浜
電
気
鉄
道
や
そ
の
小
会

社
で
あ
る
湘
南
電
気
鉄
道
を
相
次
い
で
買
収
し
て
い
く
。
そ
れ
に
伴
い
、
門
野
重
九
郎
は
、
京
浜
電
気
鉄
道
の
会
長
や
湘
南
電
気

鉄
道
の
監
査
役
に
就
任
し
（
江
口
（
一
九
四
一
）、
一
二
―
二
四
頁
）、
多
く
の
鉄
道
事
業
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
関
係
も
あ
り
、
東
京
横
浜
電
鉄
が
玉
川
電
気
鉄
道
を
買
収
合
併
す
る
際
に
は
、
門
野
重
九
郎
が
両
者
の
仲
介
に
当

た
っ
て
い
る
。
玉
川
電
気
鉄
道
は
、
慶
應
義
塾
の
出
身
者
が
経
営
に
あ
た
る
�
慶
應
閥
�
の
代
表
的
な
企
業
で
あ
る
と
も
に
、
千

代
田
生
命
保
険
が
多
数
の
株
式
を
保
有
し
て
い
た
（
三
科
（
二
〇
一
五
、
二
〇
二
一
））。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
五
島
慶
太

の
意
向
を
受
け
た
門
野
重
九
郎
は
、
当
時
の
経
営
陣
の
懐
柔
を
図
る
も
、
玉
川
電
気
鉄
道
側
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
交
渉
は
失
敗
に

終
わ
る
。
そ
の
結
果
、
五
島
慶
太
は
、「
門
野
重
九
郎
の
同
意
」（
三
鬼
（
一
九
五
四
）、
六
七
頁
）
を
得
た
上
で
、
同
社
の
買
収

を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
下
鉄
建
設
問
題
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、
門
野
重
九
郎
は
、
五
島
慶
太
の
�
大

東
急
�
の
確
立
に
向
け
た
事
業
の
拡
大
に
、
一
助
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
門
野
重
九
郎
の
関
わ
っ
た
主
な
鉄
道
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
彼
の
鉄
道
事
業
へ
の
関
与
は
、
関
東
地
域
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
広
く
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
島
根
県
今
市
と
広
島
県
三
次
間
を
結
ぶ
鉄
道
で
あ
る
大
社

宮
島
鉄
道
（
計
画
発
表
当
初
の
名
称
は
、
雲
芸
鉄
道
）
で
は
、
創
立
時
か
ら
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
社
長
は
根

津
嘉
一
郎
で
、
他
に
岡
崎
国
吉
や
小
倉
常
吉
な
ど
が
取
締
役
を
務
め
て
い
た
（
松
下
（
一
九
二
六
））。
ま
た
、
京
都
駅
付
近
か
ら

大
阪
天
王
寺
駅
間
を
約
五
〇
分
で
連
絡
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
畿
内
電
鉄
に
も
、
松
方
幸
次
郎
や
片
岡
直
方
ら
と
と
も
に
、

発
起
人
と
し
て
関
与
し
て
（
13
）

い
た
。
こ
の
他
に
も
、
大
川
平
三
郎
を
取
締
役
社
長
と
し
て
、
一
九
二
八
年
に
中
央
前
橋
―
西
桐
生
間

で
開
業
し
た
上
毛
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
も
、
創
立
時
か
ら
常
務
取
締
役
と
し
て
関
係
し
て
（
14
）

い
た
。
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こ
の
他
に
も
、
度
重
な
り
出
願
さ
れ
た
東
京
―
大
阪
間
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
の
建
設
計
画
に
も
、
門
野
重
九
郎
は
関
心
を
寄
せ
て

い
た
。
根
津
嘉
一
郎
や
松
方
幸
次
郎
、
郷
誠
之
助
、
藤
山
雷
太
ら
と
と
も
に
発
起
人
と
し
て
、
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
べ
く
日
本

電
気
鉄
道
の
設
立
に
関
与
す
る
も
、
結
果
的
に
は
実
現
を
み
る
こ
と
は
な
か
（
15
）

っ
た
。

彼
の
鉄
道
建
設
へ
の
関
与
は
、
内
地
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
順
天
―
麗
水
、
順
天
―
滝
塘
、
滝
沼
―

榮
山
浦
、
寶
城
―
光
州
間
を
結
ぶ
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
計
画
に
も
関
与
し
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
、
一
九
二
七
年
に
免
許

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
二
三
年
に
朝
鮮
鉄
道
に
統
合
さ
れ
た
路
線
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
社
の
設
立
計
画

時
の
取
締
役
社
長
は
、
根
津
嘉
一
郎
で
あ
っ
た
（
帝
国
鉄
道
協
会
編
（
一
九
二
八
）、
五
二
六
頁
）。

ま
た
、
金
州
―
城
子
疃
間
を
結
ぶ
鉄
道
で
、
そ
の
後
、
一
九
三
九
年
に
南
満
洲
鉄
道
に
買
収
さ
れ
て
同
社
の
金
城
線
と
な
る

（
満
鉄
会
編
（
二
〇
〇
七
）、
一
五
頁
）、
金
福
鉄
路
公
司
の
設
立
に
も
、
彼
は
関
与
し
て
い
た
。
同
社
は
一
九
二
七
年
一
〇
月
に

開
業
し
、
南
満
洲
鉄
道
の
培
養
線
と
し
て
、
日
中
合
弁
事
業
と
し
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
林
（
二
〇
二
一
）、
三
二
二

頁
）。
こ
の
設
立
計
画
に
、
門
野
重
九
郎
は
発
起
人
と
し
て
参
画
す
る
と
と
も
に
、
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
副
社
長

に
は
堀
三
之
助
、
そ
の
他
の
取
締
役
に
は
、
大
川
平
三
郎
や
根
津
嘉
一
郎
、
安
川
雄
之
助
ら
が
就
任
し
て
（
16
）

い
た
。
同
社
の
鉄
道
建

設
の
う
ち
、
亮
甲
店
―
城
子
疃
間
を
対
象
と
し
た
第
二
工
区
の
建
設
工
事
は
、
大
倉
土
木
が
請
負
っ
て
い
た
（
倉
橋
編
（
一
九
二

七
）、
二
一
一
一
頁
）。
当
時
の
門
野
重
九
郎
は
大
倉
土
木
の
会
長
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
建
設
計
画
は
、
大
倉
土

木
と
の
関
係
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
関
係
性
は
定
か
で
は
な
い
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
門
野
重
九
郎
は
、
内
地
及
び
外
地
を
問
わ
ず
、
帝
国
日
本
の
中
で
幅
広
く
鉄
道
事
業
に
関
与
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
倉
組
の
関
連
事
業
や
同
組
関
係
者
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
参
画
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
の

み
で
は
な
い
。
実
際
、
本
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、�
大
倉
組
の
門
野
重
九
郎
�
と
し
て
の
活
動
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
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よ
り
広
範
か
つ
広
域
的
な
活
動
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
節
で
の
検
討
を
通
し
、
財
閥
の
い
ち
関
係
者
と
し
て

の
役
割
を
超
え
て
、
組
織
か
ら
独
立
し
た
企
業
家
と
し
て
の
門
野
重
九
郎
の
活
動
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

門
野
重
九
郎
の
鉄
道
論

前
節
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
、
門
野
重
九
郎
の
鉄
道
建
設
に
お
け
る
見
解
に
つ
い
て
、
主
に
彼
が
著
し
た
論
文
な
ど

を
中
心
に
分
析
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
日
本
帝
国
内
外
、
特
に
中
国
東
北
部
へ
の
進
出
に
関
す
る
見
解
に
も
留
意
し
つ
つ
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
検
討
す
る
の
は
、“JAPAN

ESE
RAILW

AYS”

で
あ
る
。
同
論
は
、
一
八
九
九
年
二
月
二
二
日
に
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
た
日
本
協
会
の
席
上
に
て
、
門
野
重
九
郎
が
演
説
し
た
も
の
を
、
新
聞
記
事
と
し
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
（
小
島

編
（
一
八
九
九
）、
八
一
―
八
六
頁
）。
こ
こ
で
は
、
開
業
後
の
日
本
鉄
道
業
の
展
開
を
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
国

民
向
け
に
、
日
本
の
鉄
道
業
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
鉄
道
発
展
の
経
緯
や
、
そ
の

路
線
網
策
定
に
関
わ
る
政
策
、
そ
れ
に
伴
う
調
整
、
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
お
雇
い
技
師
の
貢
献
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の“JAPAN
ESE

RAILW
AYS”

に
お
い
て
、
門
野
重
九
郎
は
、
日
本
の
地
形
上
の
特
性
を
踏
ま
え
、
内
地
の
狭
隘
性
を
前

提
と
し
て
、
北
海
道
や
台
湾
で
の
鉄
道
事
業
の
展
開
を
議
論
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
路
線
の
複
線
化
や
、
車
輛
の
増
設
な
ど

を
将
来
へ
の
課
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
の
鉄
道
に
対
す
る
認
識
で
あ
る
。
彼
は
日
本
に
お
け
る

鉄
道
業
の
開
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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“The
echo

of
the

w
histle

of
the

locom
otive

engine
w
hich

w
as

heard
on

this
line

for
the

firsttim
e
w
as

the
signal

bugle
forthe

new
era

ofscience
and

industry
forthe

country.”
こ
こ
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
自
身
に
と
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
鉄
道
業
の
開
業
こ
そ
は
、
科
学
や
産
業
の
新
し

い
時
代
の
到
来
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
（
17
）

っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
彼
の
議
論
は
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
。

“In
the

pointof
passenger

accom
m
odation

there
is
plenty

of
room

for
im
provem

ents.W
hen

distances
w
ere

short

and
traffic

local,w
hataccom

m
odation

there
w
as,w

as
sufficient;

butas
atpresentthe

continuous
lines

of
rails

be­

tw
een

Shim
onoseki

（M
itajiri

）in
the

South
and

A
om

ori
in

the
N
orth

reaches
about

1,000
m
iles,a

through
pas­

senger,unless
of

the
m
ostrobustconstitution,cannotundertake

the
journey

w
ithoutone

or
tw
o
stoppages

for
re­

cuperation.Refreshm
ents

are
obtainable

atalm
ostallstations,buttravelers

from
foreign’

countries
generally

bur­

den
them

selves
w
ith

w
icker

baskets
from

the
hotels

instead
of

relying
upon

station
refreshm

ents
for

subsistence.

In
pointof

speed
som

e
increase,so

far
as

passenger
service

is
concerned,w

ould
be

w
elcom

e.The
average

speed,

including
stops,ofpassengertrains

w
ould

falla
little

below
eighteen

m
iles

an
hour.”

す
な
わ
ち
、
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
、
日
本
の
鉄
道
輸
送
に
お
け
る
課
題
は
、
そ
れ
に
付
随
す
る
宿
泊
施
設
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
青
森
―
下
関
に
お
け
る
鉄
道
で
の
移
動
で
は
、
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一
な
い
し
二
回
の
休
息
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
荷
物
が
多
く
あ
る
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
、
よ
り
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
鉄
道
業
に
お
け
る
輸
送
速
度
の
向
上
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

大
倉
組
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
で
あ
り
、
在
ロ
ン
ド
ン
の
門
野
重
九
郎
に
と
っ
て
、
日
本
の
鉄
道
建
設
の
現
状
を
、
外
国
人
、
特

に
英
国
人
に
向
け
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、�
商
社
マ
ン
�
と
し
て
重
要
な
役
割
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
日
清
戦
後
の
こ
の
時

期
に
、
鉄
道
事
業
を
象
例
と
し
て
、
本
邦
の
工
業
化
の
過
程
を
強
調
し
て
い
る
。

門
野
重
九
郎
の
こ
の
講
演
に
つ
い
て
、「
倫
敦
支
那
テ
レ
グ
ラ
ム
」
は
そ
の
内
容
を
批
評
し
、
こ
れ
を
小
島
編
（
一
八
九
九
）

は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
批
評
の
中
心
は
、「
日
本
國
鐵
道
の
着
々
進
歩
せ
る
事
實
を
知
る
に
足
る
。
然
れ
ど
も

百
哩
に
付
き
車
輛
の
割
合
は
機
關
車
三
十
、
客
車
七
十
五
、
貨
車
三
百
に
過
ぎ
ざ
る
は
其
進
歩
に
於
て
物
足
ら
ぬ
心
地
せ
ら
る
。

今
一
層
車
輛
の
充
實
を
急
な
ら
し
め
ん
に
は
鐵
道
の
進
歩
驚
く
べ
き
も
、
目
下
の
財
政
は
或
は
之
を
容
さ
ゞ
る
の
事
情
あ
る
や
も

計
り
難
し
」（
八
〇
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
に
お
け
る
鉄
道
業
の
発
展
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、

そ
れ
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

そ
の
後
、
門
野
重
九
郎
の
鉄
道
論
は
多
岐
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
門
野
（
一

九
〇
七
）
の
中
で
、
彼
は
、
当
時
に
鉄
道
国
有
化
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

「
議
會
で
私
設
鐵
道
會
社
が
、
所
有
の
鐵
道
を
抵
當
と
し
て
、
外
債
を
募
り
得
る
の
法
案
を
一
旦
議
決
し
乍
ら
、
次
の
議
會

に
は
忽
ち
鐵
道
國
有
法
案
を
通
過
さ
す
と
云
ふ
の
は
、
ど
う
も
甚
だ
解
し
難
い
事
で
あ
る
。
殊
に
法
案
の
如
き
、
極
め
て
重

大
な
問
題
を
咄
嗟
の
間
に
通
過
さ
せ
る
様
な
事
は
、
實
に
ゑ
ら
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
堅
實
を
喜
び
、
激
變

を
嫌
ひ
、
何
事
も
手
堅
く
安
全
な
所
で
遣
ら
ん
と
す
る
外
國
資
本
家
に
對
し
て
は
、
餘
り
面
白
く
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
」
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彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
本
邦
の
鉄
道
国
有
化
を
批
判
を
し
て
い
る
。
外
資
導
入
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
政
府
に
よ
る
国
有
化

は
、
外
国
の
投
資
家
に
は
評
価
さ
れ
な
い
も
の
と
危
惧
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
彼
自
身
の
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
の
実
体
験
を
踏
ま
え

た
見
解
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
内
地
に
お
け
る
鉄
道
業
に
対
し
、
大
倉
組
が
進
出
し
た
外
地
に
お
け
る
鉄
道
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
一
〇
年
代
の
見
解
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
門
野
（
一
九
一
四
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
本
邦
と

英
国
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
國
は
英
國
と
は
同
盟
國
の
情
誼
も
存
す
る
の
事
な
れ
ば
、
英
國
と
共
同
す
る
の
手
段
を
講
じ
、
或
は
鐵
道
の
材
料
た
る

セ
メ
ン
ト
、
枕
木
等
を
供
給
し
進
ん
で
技
師
を
も
招
聘
せ
ら
る
ゝ
を
得
ば
、
日
英
兩
國
を
し
て
ま
す
〳
〵
親
善
な
ら
し
む
る

と
共
に
支
那
開
拓
の
捷
徑
な
る
可
し
。
予
は
英
國
活
動
振
を
見
て
支
那
開
發
に
對
し
て
、
日
英
兩
國
經
濟
上
に
提
携
す
る
の

必
要
は
最
も
切
實
に
感
じ
た
る
所
な
り
」

こ
こ
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
は
、
日
本
単
独
で
お
こ
な
う
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
す
べ
き

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
鉄
道
建
設
に
必
要
と
さ
れ
る
素
材
や
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
両
国
が
共

同
し
て
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
を
実
現
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
議
論
の
背
景
に
は
、
日
英
同

盟
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
門
野
重
九
郎
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
み

な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
を
重
視
し
た
見
解
を
表
明
す
る
。
一
九
二
一
年
に
、The

Councilon
Foreign

Relations,an
A
m
erican
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Society

で
講
演
し
た
内
容
の
抜
粋
で
あ
る
、“RAILW

AYS
FO
R

（
18
）

C
H
IN
A”

よ
り
、
こ
の
時
期
の
、
彼
の
見
解
を
検
討
す
る
。

は
じ
め
に
、

“w
hatChina

needs
m
ostis

railw
ay

transportation,as
she

has
no

highw
ays.W

ith
her,railw

ays
have

a
politicalsig­

nificance,quite
apartfrom

their
econom

ic
im
portance

as
a
m
eans

of
transport,as

they
w
illserve

as
an

instrum
ent

ofaw
akenm

entin
hersense

ofnationality.”

“A
bundance

of
railw

ays
is
the

keynote
to

saving
China

from
her

presenttroubles.Itw
illbe

the
bestthing

for
the

people

―their
condition

w
ill

be
im
proved,

w
hich

is
m
uch

needed

―and
there

can
be

no
greater

blessing
for

the

Chinese
than

railw
ays.”

と
述
べ
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
は
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
、
高
速
度
鉄
道
な
ど
が

未
整
備
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
規
定
す
る
地
理
的
状
況
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
未
整
備
の
状
況
は
、
単
に
経

済
的
な
問
題
で
は
な
く
、
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
以
降
の
政
治
的
な
混
乱
や
、
地

方
に
お
け
る
軍
閥
の
割
拠
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

“I
am

of
the

opinion
that

w
hen

China
has

railw
ay

transportation
facilities

connecting
the

N
orth

and
South

―not

by
a
single

trunk
line

only
butby

severallines
running

generally
betw

een
the

tw
o
sections

―the
naturaland

inevi­

122



table
resultw

illbe
politicalstability

and
unification.Itm

ight,how
ever,be

questioned
w
hether

railw
ay

construc­

tion
and

traffic
can

develop
sm

oothly
undersuch

disturbed
conditions

as
are

reported
to
exist.”

と
し
て
、
中
国
の
南
北
間
を
結
ぶ
複
数
の
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
局
地
的
な
点
と
点
で
は
な

く
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
を
重
視
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
門
野
重
九
郎
自
身
は
、
こ
の
当
時
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
計
画
を
順
調
に
展
開
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
中
国
に
関
心
を
寄
せ
る
投
資
家
の
意
向
を
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
と
議
論
し
て
い
る
。

“Inow
com

e
to
railw

ays
in
China

as
an

investm
ent.W

illthey
prove

rem
unerative

to
a
fairdegree?

The
country

is

reported
to
be

rich
in
naturalresources.”

“the
naturalinference

is
thatthere

can
be

no
doubtthatnew

railw
ays,builtproperly,connecting

im
portantcenters

and
tapping

districts
requiring

transportation
fortheirrich

produce,w
ould

notonly
benefitthe

people
of

the
coun­

try,butatthe
sam

e
tim

e
should

provide
a
suitable

return
to
investors.”

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
投
資
家
の
視
点
か
ら
み
て
も
、
中
国
の
鉄
道
市
場
は
、
将
来
的
に
有
望
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

鉄
道
事
業
の
発
展
を
通
し
、
そ
の
地
域
の
農
産
物
や
鉱
物
の
輸
送
に
よ
っ
て
、
中
国
経
済
そ
の
も
の
が
発
展
す
る
と
す
る
考
え
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
き
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
。
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“In
m
y
opinion,

the
first

construction
w
ork

that
should

be
undertaken

is
the

com
pletion

of
the

line
betw

een

H
ankow

and
K
w
angtung

（Canton

）w
hich

w
as

com
m
enced

sim
ultaneously

from
both

ends,
and

the
com

pleted

sections
ofw

hich
are

now
in
operation,leaving

a
gap

to
be

spanned
ofonly

about260
m
iles.”

“The
second

in
im
portance,in

m
y
opinion,is

an
extension

of
the

K
iukiang

―N
anchang

Line,to
connectw

ith
the

firstline
（H

ankow

―K
w
angtung

）atChu­chow
,a

point300
m
iles

north
of

K
w
angtung

（Canton

）.This
w
illalso

connectthe
Y
angtsze

V
alley

w
ith

K
w
angtung

（Canton

）”

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
門
野
重
九
郎
は
、
漢
口
―
広
東
間
の
路
線
の
建
設
や
九
江
―
南
昌
間
の
路
線
の
延
伸
を
重
視
し
て

い
た
。
彼
は
こ
れ
ら
の
鉄
道
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
国
の
物
流
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、
特
に
、
農
産
物
の
輸
送
需
要
が

拡
大
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
、
河
川
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
水
力
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
彼
が
経
験
し
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
展
開
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
意
義

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、

“To
benefitChina

and
secure

the
w
elfare

and
prosperity

of
her

400
m
illion

souls
there

is
no

factor
m
ore

im
por­

tant
to

her
than

the
provision

of
transportation

facilities
and

railw
ays,

China
is
the

future
m
arket

for
all.

China

w
as

and
w
illbe

Japan’s
m
arket.”
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と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
中
国
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
有
望
な
市
場
で
あ
り
、
積
極
的
な
産

業
開
発
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
門
野
重
九
郎
の
見
解
は
、

“Y
ou

have
com

petition
am

ong
yourow

n
citizens

both
athom

e
and

abroad,as
the

Japanese
have

am
ong

their
ow

n

m
erchants

and
traders,but

as
a
general

policy,there
should

be
co­operation

betw
een

them
.
I
refer

not
to

Japan

only
nor

to
the

citizens
of

any
one

particular
nation.G

reatBritain
has

been
the

pioneer
in

opening
up

China.She

has
been

a
hundred

years
in

advance
of

others
in

fostering.She
has

the
largestvested

interests
there

of
any

other

country,but
for

the
tim

e
being,new

investm
ents

on
a
large

scale
undertaken

by
can

only
be

the
U
nited

States,

w
hose

capitalcould
be

putto
the

bestuse
by

prom
oting

the
construction

ofrailw
ays

in
China.”

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も
中
国
の
産
業
開
発
を
単
独
で
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

日
本
と
欧
米
諸
国
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
は
競
合
関
係
に
あ
る
と
し
て
も
、
関
係
国
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
門
野
重
九
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
役
割
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
が
実
現
可

能
な
資
本
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
想
定
し
て
お
り
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
と
共
同
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
中
関
係
は
、
決
し
て
良
好
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
は
、
中

国
文
化
の
日
本
へ
の
歴
史
的
な
影
響
を
重
視
し
、
日
本
と
中
国
の
協
力
こ
そ
が
、
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
鉄
道
建
設
の
方
法
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

門野重九郎と鉄道事業
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“I
w
ould

now
like

to
briefly

touch
upon

is
how

to
startrailw

ay
construction

and
operation.Itw

illbe
a
w
ise

pol­

icy
for

all
parties

concerned
to

advance
the

funds
required,

and
w
ith

it
undertake

the
construction

them
selves.

This
step

bestserves
the

interests
of

the
Chinese.Those

w
ith

am
ple

experience
to

in
railw

ay
construction

are
best

qualified
to
engage

in
it,as

such
experience

by
the

Chinese
them

selves
is
quite

lim
ited.”

“If
the

w
ork

be
entirely

entrusted
to

a
certain

class
of

Chinese,
it
w
ould

be
very

difficult
to

prevent
a
certain

am
ountof

w
aste,w

hich
itis

m
ostim

portantto
avoid

in
railw

ay
operations.Itw

ould
be

necessary
for

the
traffic

m
anagem

entto
be

in
the

hands
of

foreign
experts,&

c.,so
as

to
ensure

efficient
w
orking

until
such

tim
e
as

the

creditors
of

the
various

nations
feel

satisfied
that

the
w
hole

m
anagem

ent
can

be
entrusted

to
the

Chinese
them

­

selves.”

“For
the

existing
roads,pasthistory

m
akes

ita
very

difficultproblem
to

change
their

status
quo,and

the
Chinese

are
very

suspicious
as

to
the

control
proposed;

I
furtherm

ore
do

not
suggest

any
international

control
over

the

new
railw

ays.”

こ
こ
で
は
、
鉄
道
建
設
の
方
法
と
し
て
は
、
中
国
国
内
か
ら
の
み
資
金
を
調
達
す
る
の
で
は
な
く
、
諸
外
国
を
含
め
た
関
係
者
が

出
資
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
人
独
自
で
の
鉄
道
建
設
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
特

に
、
実
際
の
運
行
に
関
わ
る
技
術
者
な
ど
に
は
、
外
国
人
の
登
用
が
必
要
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
に
お
け
る
既
存
の
鉄
道
に

対
す
る
国
際
的
な
管
理
に
は
、
明
確
に
反
対
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
国
際
的
な
管
理
に
対
し
、
中
国
の
人
々
は
敏
感

に
反
応
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
門
野
重
九
郎
は
、
当
時
の
国
際
環
境
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
国
の
主
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権
の
侵
害
を
常
に
危
惧
す
る
中
国
の
人
々
の
感
情
を
傷
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
門
野
重
九
郎
の
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
論
は
、
国
際
的
に
も
共
感
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

“I
had

the
pleasure

of
discussing

the
Chinese

railw
ay

question
w
hen

M
r.
Thom

as
W
.
Lam

ont
w
as

in
Japan

in

M
ay,1920.H

e
then

w
as

ofthe
opinion

thatrailw
ay

developm
entis

the
only

im
m
ediate

sound
business

to
be

con­

sidered.M
ining

and
otherindustries

in
China

m
ay

be
taken

up
later,butfor

the
presentrailw

ays
are

the
undertak­

ings
w
hich

w
illdo

m
ostgood

to
the

country
and

give
the

bestresults
to
foreign

investors.”

Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ル
ガ
ン
商
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
たThom

as
W
.Lam

ont

が
日
本
を
訪
れ
た
際
に
、
門
野
重
九
郎
は
、
中
国
に

お
け
る
鉄
道
事
業
の
将
来
性
や
海
外
か
ら
の
投
資
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の

重
要
性
に
つ
い
て
合
意
し
た
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
外
国
資
本
を
活
用
し
た
鉄
道
建
設
は
、
中
国
側
に
と
っ
て
も
有
益
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
門
野
重
九
郎
は
、
中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
将
来
性
に
つ
い
て
、
そ

の
政
治
的
、
若
し
く
は
経
済
的
状
況
を
踏
ま
え
て
分
析
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
外
資
の
導
入
や
、
そ
れ
に
伴
う
鉄
道
技
術

の
輸
入
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
中
国
の
人
々
の
心
理
に
も
配
慮
し
、
彼
ら
の
独
立
意
識
に
も
一
定
の
理
解
を
示
し
て

い
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
を
示
す
も
の
が
、“N

ew
Railw

ays
W
ill
As-

sistM
anchurian

（
19
）

D
evelopm

ent”

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
三
二
年
五
月
三
一
日
に
刊
行
さ
れ
た“The

Japan
Advertiser

An-
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nualReview
ofFinance,Industry

and
C
om
m
erce”

に
掲
載
さ
れ
た
門
野
重
九
郎
の
論
文
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
を
検
討

す
る
際
に
は
、
同
年
三
月
に
満
洲
国
が
建
国
さ
れ
た
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
門
野
重
九
郎
の
中
国
に

お
け
る
鉄
道
建
設
に
対
す
る
見
解
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
論
文
の
前
半
部
分
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

“Thatthe
people

in
M
anchuria

have
fared

better
than

those
in

China
has

been
due

to
the

fact
that

the
Japanese

and
Russian

m
ain

line
under

unm
olested

operation
to

the
ports

of
D
airen

and
V
ladivostok,respectively,took

the

agriculturalproduce
of

the
territory

to
the

w
orld’s

m
arkets

and
broughtprosperity

to
the

people.Exports
of

soya

beans
and

other
farm

produce
have

m
ade

the
native

farm
ers

w
ealthy

enough
to
stand

the
extortions

of
corruptof­

ficials
and

stillbe
able

to
purchase

foreign
im
ported

goods,contributing
thus

to
w
orld

trade.The
favorable

trade

balance
ofM

anchuria
is
estim

ated
atabout¥200,000,000

yearly.W
e
should

notforgetthatthe
Japanese

influence

has
broughtaboutcom

parative
quietand

consequentprosperity
am

ong
the

people.”

“The
Japanese

influence
has

keptM
anchuria

partially
free

from
the

evils
from

w
hich

China
proper

has
been

un­

able
to
free

herself.Railw
ays

builtand
operated

by
the

Japanese
and

Russians,together
w
ith

those
builtand

oper­

ated
in

a
sort

of
w
ay

by
the

M
anchurian

officials
m
ostly

w
ith

loans
from

Japan
and

w
ith

their
ow

n
funds

have

given
im
petus

forfarm
ing

and
trading,exportand

im
port.”

中
国
東
北
部
の
満
洲
地
域
は
、
南
満
洲
鉄
道
の
幹
線
が
敷
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
大
連
港
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
へ
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の
物
流
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
他
の
中
国
地
域
の
人
々
よ
り
も
、
満
洲
国
の
人
々
は
繁
栄
を
享
受
し
て
い
る
。
他
の

中
国
の
人
々
は
、
地
元
の
当
局
政
府
や
軍
閥
が
住
民
の
生
活
を
顧
み
な
い
こ
と
も
あ
り
、
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
門
野
重
九
郎
は
、
鉄
道
に
よ
る
貨
物
輸
送
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
農
業
や
国
際
貿
易
の
発
展
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。

実
際
、
彼
は
か
ね
て
よ
り
南
満
洲
鉄
道
が
持
つ
貨
物
輸
送
の
役
割
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
当
該
地
域
を
訪

れ
た
際
に
は
、

「
日
本
々
土
で
見
ら
れ
ぬ
愉
快
な
も
の
は
、
北
方
よ
り
大
連
に
向
ひ
日
々
六
七
回
運
轉
し
て
居
る
貨
物
列
車
で
、
三
十
噸

（
米
噸
）
積
の
貨
車
が
三
十
五
輛
に
車
掌
車
一
輛
を
一
列
車
と
し
て
大
機
關
車
二
臺
で
大
豆
、
豆
粕
、
石
炭
を
満
載
し
て
牽

い
て
居
り
ま
す
が
、
是
は
實
に
何
と
も
云
は
れ
ぬ
壮
觀
で
、
且
此
鐵
道
の
生
命
で
す
」（
門
野
（
一
九
〇
九
）、
一
一
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
貨
物
輸
送
を
、
南
満
洲
鉄
道
の
「
生
命
」
と
と
ら
え
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
門
野
重
九
郎
は
更
な
る
鉄
道
網
の
拡
充
を
重
視
し
て
い
た
。

“M
anchuria

w
ill

require
m
ore

railw
ays

as
it
progresses.A

glance
at

the
m
ap

w
ill

show
w
hat

its
future

require­

m
ents

w
illbe

in
railw

ays
and

ports
ofshipm

ent.”

“Railw
ay

building
and

equipm
entfor

som
e
3,600

m
iles

should
require

¥700,000,000
atleast.H

arbor
construction

for
ports

in
M
anchuria

and
K
orea

w
ith

necessary
loading

and
discharging

appliances
are

estim
ated

to
cost

¥
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70,000,000.”

“Building
lines

is
brisk

w
ork

in
such

a
country

as
M
anchuria,and

there
w
illbe

railw
ay

activity
for

som
e
10

years

to
com

e
even

if
everything

goes
w
ellw

ith
the

country.M
anchuria

w
illbecom

e
a
greatbuying

m
arketfor

m
anu­

factured
goods.Italready

has
undoubted

possibilities
to
becom

e
a
stillgreaterproducerand

hence
a
betterbuyer.”

こ
の
よ
う
に
述
べ
、
た
と
え
ど
れ
だ
け
莫
大
な
資
金
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
今
後
の
さ
ら
な
る
鉄
道
建
設
が
満
洲
国
の
発
展
の

た
め
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
鉄
道
の
建
設
に
よ
り
、
満
洲
国
が
巨
大
な
工
業
製
品
の
消
費
市
場
へ

と
成
長
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
へ
も
成
長
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
の
具
体
的
な
建
設
予
定
路
線
と
し
て
は
、

“Perhaps
the

m
ostim

portantrailw
ay

developm
entthis

year
w
illbe

the
opening

of
traffic

of
the

Changchun­K
irin­

D
unhua­Y

ukiline,w
hich

w
illserve

as
an

artery
for

the
flow

of
produce

and
passengers

betw
een

northern
M
an­

chukuo
and

the
Japan

Sea.”

“These
are

the
lines

w
hich

are
of

im
portance

because
of

internationalconnections.W
ith

these
m
ain

thoroughfares

and
w
ith

the
seaports

of
D
airen

and
Y
uki

（Rashin
）in

view
,
the

flow
of

freight
traffic

and
of

passengers

（the

latter
of

secondary
im
portance

）w
ill

be
an

interesting
study,as

farm
products

from
M
anchuria

are
bound

to
in­

crease
by

leaps
and

bounds,providing
the

new
state

is
w
isely

governed
by

the
experienced

leaders
at

its
helm

.

They
m
ustprovide

peace
and

order
for

the
people.Itis

necessary
thatthe

people
be

led
w
ith

care,firm
ness

and
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patience.They
have

been
broughtup

under
the

corruptand
easy­going

old­fashioned
regim

e
and

they
cannot

be

rushed
headlong

into
ultram

odern
fashions

in
a
controlled

and
planned

econom
ic
schem

e
allofa

sudden.”
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
長
春
よ
り
吉
林
や
敦
化
を
経
由
し
て
、
雄
基
に
至
る
路
線
の
建
設
を
重
視
し
て
い
る
。
雄
基
は
日
本
海

に
面
し
て
お
り
、
こ
の
路
線
の
完
成
に
よ
り
、
満
洲
国
と
日
本
の
内
地
と
の
物
流
が
よ
り
円
滑
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま

り
、
満
洲
国
を
含
め
た
日
本
帝
国
の
支
配
地
域
に
お
け
る
物
流
網
を
構
築
す
る
上
で
、
日
本
海
沿
い
ま
で
の
路
線
の
伸
長
を
重
視

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
物
流
上
、
重
要
な
路
線
の
拡
充
は
、
満
洲
国
に
と
っ
て
も
農
産
物
な
ど
の
輸
出
を

飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
機
会
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
旧
態
を
脱
し
て
、
新
し
い
政
府
、
す
な
わ
ち
、
満
洲
国
政
府
に
よ
る
統
治
下

で
、
さ
ら
な
る
鉄
道
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

こ
こ
で
み
ら
れ
る
門
野
重
九
郎
の
見
解
は
、
満
洲
国
の
建
国
直
後
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
南
満
洲
鉄
道
の
役
割
を
特
に
重
要
視

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
満
洲
地
域
以
外
の
中
国
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
や
経
済
的
停
滞
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
日

本
の
影
響
下
に
あ
る
満
洲
国
の
役
割
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
重
要
性
は
、
門
野
重
九
郎
が
こ
れ
ま
で
も
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
建
設
の
在
り
方
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
欧
米
と
の
協
調
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
満
洲
国

の
役
割
を
全
面
に
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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五

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
門
野
重
九
郎
と
鉄
道
事
業
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
業
展
開
や
言
説
を
中
心
に
検
討
を
お
こ

な
っ
た
。
本
稿
で
の
議
論
を
、
冒
頭
に
提
示
し
た
論
点
に
即
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
門
野
重
九
郎
と
各
種
事
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
で
鉄
道
事
業
に
従
事
し
た
の
ち
、
山

陽
鉄
道
を
経
て
、
大
倉
組
に
入
る
。
こ
こ
で
は
、
大
倉
喜
八
郎
に
よ
る
事
業
の
拡
大
を
支
え
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
を
経
て
、
副
頭

取
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
長
期
の
外
国
経
験
に
基
づ
い
た
国
際
的
な
経
済
人
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
特
に
中
国
方
面
を
含
め
、
国

内
外
の
幅
広
い
事
業
で
そ
の
実
力
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
、
大
倉
喜
七
郎
の
代
に
な
る
と
、
大
倉
組
の
事
業
と
は
一
定
の
距
離
を

と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
彼
の
鉄
道
事
業
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
。
門
野
重
九
郎
自
身
は
、
鉄
道
企
業
家
と
し
て
大
倉
組
の
内
外
の
事
業
に

発
起
人
や
役
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
ま
た
、
東
京
に
お
け
る
高
速
度
鉄
道
で
あ
る
地
下
鉄
の
建
設
事
業
に
大
倉
土
木
が
関

与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
地
下
鉄
網
の
拡
充
を
目
指
し
、
五
島
慶
太
に
接
近
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
五
島
慶
太
に
よ

る
�
大
東
急
�
の
建
設
に
も
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
買
収
交
渉
で
は
、
慶
應
義
塾
出
身
者
と
し
て

の
側
面
が
重
要
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
門
野
重
九
郎
の
鉄
道
に
対
す
る
認
識
を
検
討
し
た
。
日
本
の
鉄
道
事
業
の
展
開
を
海
外
に
向
け
て
積
極
的

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
建
設
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
中
国
に
お
け
る
そ
れ
へ
も
関
心
を
示
し
て
い

た
。
中
国
の
政
治
的
、
も
し
く
は
経
済
的
状
況
を
憂
慮
し
、
中
国
国
内
に
お
け
る
資
金
調
達
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
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て
、
積
極
的
な
外
資
導
入
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
満
洲
国
の
成
立
を
背
景
と
し

て
、
帝
国
経
済
圏
の
確
立
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
単
独
で
の
鉄
道
建
設
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
主
張

が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
際
的
な
緊
張
の
高
ま
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
た
史
料

か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
門
野
重
九
郎
が
鉄
道
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
の
拡
大
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
根
底
に
は
、
鉄
道
建
設
こ
そ
が
産
業
発
展
の
基
盤
と
な
り
、
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
の
考
え
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
が
主
張
し
た
一
連
の
鉄
道
に
関
す
る
議
論
は
、
同
時
代
的
に
も
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
議
論
の
根
底
に
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
状
況
を
欧
米
諸
国
に
紹
介
し
、
必
要
な
場
合
に
は
彼
ら
の

投
資
を
誘
引
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
積
極
的
な
外
資
の
導
入
を
主
張
し
て
い
る
点
も
、
彼
の
国
際

感
覚
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）
門
野
重
九
郎
の
読
み
は
、
出
生
時
は
「
ち
ょ
う
く
ろ
う
」
で
あ
る
が
、
あ
る
時
よ
り
、
本
人
が
「
ち
ょ
う
き
ゅ
う
ろ
う
」（
尾
崎
（
一

九
三
八
）、
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
）
を
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
鉄
道
史
学
会
編
（
二
〇
一
三
）
の
、「
か
ど
の
じ
ゅ
う
く

ろ
う
」（
一
四
二
頁
）
と
の
表
記
は
、
不
適
当
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
史
料
中
の
傍
線
部
は
、
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
門
野
重
九
郎
に
関
す
る
一
次
史
料
は
、
書
簡
や
葉
書
を
中
心
に
、
門
野
幾
之
進
記
念
館
（
三
重
県
鳥
羽
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
主
な
史
料
は
、
実
姉
で
あ
る
り
ん
宛
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
向
け
の
私
信
で
あ
る
。

（
3
）
門
野
幾
之
進
に
つ
い
て
は
、
三
科
（
二
〇
二
三
）
に
詳
し
い
。
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（
4
）
山
陽
鉄
道
の
経
営
に
は
、
社
長
は
中
上
川
彦
次
郎
、
倉
庫
課
長
は
西
野
惠
之
助
な
ど
、
慶
應
義
塾
の
出
身
者
が
関
与
し
て
い
た
。

（
5
）
引
用
史
料
中
の
〔

〕
は
、
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
（
以
下
、
同
様
）。

（
6
）
「
北
支
經
濟
工
作
と
門
野
重
九
郎
論
」、『
工
業
日
本
』
第
五
巻
第
一
号
、
工
業
日
本
社
、
一
九
三
七
年
一
月
、
七
六
頁
。

（
7
）
門
野
重
九
郎
は
、
帝
都
復
興
評
議
会
総
会
の
席
で
、
復
興
事
業
に
メ
ー
ト
ル
法
を
採
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
て
い
る
（
小

泉
（
一
九
六
一
）、
七
二
頁
）。

（
8
）
「
風
韻
あ
り
力
量
あ
る
新
時
代
の
事
業
家

大
倉
喜
七
郎
男
」、『
工
業
日
本
』、
工
業
日
本
社
、
一
九
三
四
年
六
月
、
八
八
頁
。

（
9
）
大
倉
（
一
九
八
九
）
は
、
そ
の
巻
末
に
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
一
部
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
門
野
重
九
郎

と
大
倉
喜
七
郎
の
関
係
は
、
正
鵠
を
得
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

（
10
）
基
礎
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
杉
本
寛
一
編
（
一
九
四
三
）、
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
（
一
九
七
三
）
に
よ
っ

た
。

（
11
）
「
市
營
地
下
鐵
の
經
營
委
任
却
下
」、『
交
通
と
電
気
』
第
七
巻
第
一
号
、
電
通
社
、
一
九
二
八
年
一
月
、
七
一
頁
。

（
12
）
「
慶
太
亡
き
東
急
の
今
後
」、『
新
日
本
経
済
』
第
二
三
巻
第
九
号
、
新
日
本
経
済
社
、
一
九
五
九
年
九
月
、
二
六
―
三
二
頁
。

（
13
）
「
雑
報＝

電
通
界
近
況＝

」、『
交
通
と
電
気
』
第
五
巻
第
六
号
、
電
通
社
、
一
九
二
六
年
五
月
、
六
四
頁
。

（
14
）
「
上
毛
電
鐵
創
立
」、『
工
業
之
日
本
』
第
二
三
巻
第
六
号
、
一
九
一
六
年
六
月
、
五
七
頁
。

（
15
）
「
東
京
大
阪
間
に
高
速
度
電
鐵
」、『
交
通
と
電
気
』
第
六
巻
第
六
号
、
電
通
社
、
一
九
二
七
年
六
月
、
六
九
頁
。

（
16
）
「
満
鮮
事
業
會
社
總
ま
く
り
」、『
実
業
時
代
』
第
五
巻
第
五
号
、
実
業
時
代
社
、
一
九
二
八
年
五
月
、
一
三
二
頁
。

（
17
）
鉄
道
建
設
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
国
民
経
済
発
展
の
観
点
か
ら
、
福
沢
諭
吉
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
た
（
老
川
（
二
〇
〇

八
））。『
西
洋
事
情
』
の
中
で
鉄
道
の
意
義
に
言
及
し
た
福
沢
諭
吉
は
、
政
府
財
政
の
限
界
も
理
解
し
て
お
り
、
民
間
で
の
鉄
道
建
設
を

訴
え
て
い
た
（
川
崎
（
二
〇
一
七
））。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
福
沢
諭
吉
の
見
解
が
、
ど
こ
ま
で
門
野
重
九
郎
に
影
響
し
た
か
は
不
明
で
あ

る
。

134



（
18
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
Ｋ
一
四
〇
〇
〇
九
五
。

（
19
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
Ｋ
一
四
〇
〇
〇
五
七
。

参
考
文
献
一
覧

東
秋
生
（
一
九
二
七
）「
卯
年
生
れ
の
實
業
家
」、『
実
業
』
第
一
〇
巻
第
二
号
、
実
業
社
、
五
六
―
五
九
頁
。

林
采
成
（
二
〇
二
一
）『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
満
鉄
―
―
鉄
道
帝
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
―
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

江
口
胤
清
（
一
九
四
一
）『
交
通
人
物
小
史
』、
鉄
道
人
物
列
伝
刊
行
会
、
非
売
品
。

老
川
慶
喜
（
二
〇
〇
八
）『
近
代
日
本
の
鉄
道
構
想
』、
日
本
経
済
評
論
社
。
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倉
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閥
研
究
会
編
（
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九
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二
）『
大
倉
財
閥
の
研
究
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近
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版
社
。
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雄
二
（
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九
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爵
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―
元
祖
プ
レ
イ
ボ
ー
イ

大
倉
喜
七
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一
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文
藝
春
秋
。

大
阪
毎
日
新
聞
社
編
（
一
九
二
三
）『
婦
人
宝
鑑
』、
大
阪
毎
日
新
聞
社
。

尾
崎
行
雄
（
一
九
三
八
）『
風
雲
閣
閑
話
』、
岡
倉
書
房
。

門
野
重
九
郎
（
一
九
〇
七
）「
外
資
誘
入
に
就
て
」、『
慶
應
義
塾
学
報
』
第
一
一
九
号
、
一
九
―
二
二
頁
。

門
野
重
九
郎
（
一
九
〇
九
）「
満
洲
財
界
の
近
況
」、『
経
済
評
論
』
第
九
巻
第
五
号
、
経
済
評
論
社
、
一
〇
―
一
二
頁
。

門
野
重
九
郎
（
一
九
一
四
）「
支
那
財
界
近
状
」、『
経
済
時
報
』
第
一
三
八
号
、
経
済
時
報
社
、
九
頁
。

門
野
重
九
郎
（
一
九
二
四
）「
高
速
度
鐵
道
問
題
の
研
究
」、
工
政
会
編
『
高
速
度
鐵
道
に
就
き
て
』、
工
政
会
、
八
―
九
頁
。

門
野
重
九
郎
（
一
九
五
六
）『
平
々
凡
々
九
十
年
』、
実
業
之
日
本
社
。

川
崎
勝
（
二
〇
一
七
）「
福
沢
諭
吉
の
鉄
道
論
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
四
巻
、
一
〇
一
―
一
四
六
頁
。

木
山
実
・
大
島
久
幸
（
二
〇
二
〇
）「
戦
前
期
商
社
に
お
け
る
慶
應
閥
」、『
経
営
史
学
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
四
一
―
四
四
頁
。

倉
橋
藤
治
郎
編
（
一
九
二
七
）『
工
業
年
鑑

昭
和
三
年
』、
工
政
会
出
版
部
。
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慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
）『
慶
應
義
塾
史
事
典
』、
慶
應
義
塾
。

小
泉
袈
裟
勝
（
一
九
六
一
）『
度
量
衡
の
歴
史
』、
工
業
技
術
院
中
央
計
量
検
定
所
創
立
五
〇
周
年
記
念
刊
行
事
業
委
員
会
、
非
売
品
。

小
島
閑
二
編
（
一
八
九
九
）『
鐵
道
協
会
雑
誌
』
第
三
巻
第
一
号
、
鉄
道
協
会
仮
事
務
所
、
八
〇
―
八
六
頁
。

社
史
発
刊
準
備
委
員
会
編
（
一
九
六
三
）『
大
成
建
設
社
史
』、
大
成
建
設
株
式
会
社
。

春
風
行
人
（
一
九
一
九
）「
交
詢
社
名
士
評
判
記
」、『
実
業
公
論
』
第
五
巻
第
四
号
、
三
七
―
四
二
頁
。

杉
本
寛
一
編
（
一
九
四
三
）『
東
京
横
濱
電
鐵
沿
革
史
』、
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
。

鈴
木
茂
三
郎
（
一
九
三
四
）『
日
本
財
閥
論
』、
改
造
社
。

高
橋
亀
吉
（
一
九
三
〇
）『
日
本
財
閥
の
解
剖
』、
中
央
公
論
社
。

武
内
甲
子
雄
編
（
一
九
五
六
）『
財
界
家
系
図
』、
人
事
興
信
所
。

土
屋
喬
雄
（
一
九
五
五
）『
財
閥
を
築
い
た
人
々
』、
弘
文
堂
。

帝
国
鉄
道
協
会
編
（
一
九
二
八
）『
帝
国
鐵
道
年
鑑
（
昭
和
三
年
版
）』、
帝
国
鉄
道
協
会
出
版
部
。

鉄
道
史
学
会
編
（
二
〇
一
三
）『
鉄
道
史
人
物
事
典
』、
日
本
経
済
評
論
社
。

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
（
一
九
七
三
）『
東
京
急
行
電
鉄
五
〇
年
史
』、
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
。

東
京
市
役
所
編
（
一
九
三
三
）『
東
京
市
政
概
要
』、
東
京
市
。

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
編
（
二
〇
〇
四
）『
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
史
』、
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
。

中
村
久
四
郎
（
一
九
二
八
）『
現
代
日
本
に
於
け
る
支
那
學
研
究
の
實
状
』、
外
務
省
文
化
事
業
部
。

中
村
尚
史
（
二
〇
一
六
）『
海
を
わ
た
る
機
関
車
―
―
近
代
日
本
の
鉄
道
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
―
―
』、
吉
川
弘
文
館
。

藤
村
楚
水
（
一
九
三
一
）『
現
代
財
界
人
物
』、
東
洋
経
済
出
版
部
。

松
下
翠
雨
（
一
九
二
六
）「
山
陰
山
陽
の
連
絡
を
完
成
す
る
大
宮
鐵
道
株
式
会
社
」、『
実
業
』
第
九
巻
第
三
号
、
実
業
社
、
五
二
―
五
四
頁
。

満
鉄
会
編
（
二
〇
〇
七
）『
満
鉄
四
十
年
史
』、
吉
川
弘
文
館
。
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三
鬼
陽
之
助
（
一
九
五
四
）『
五
島
慶
太
伝
』、
東
洋
書
館
。

三
科
仁
伸
（
二
〇
一
五
）「
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開
」、『
史
学
』
第
八
四
巻
第
一
・
二
・
三
・
四
号
、
八
五
―
一
〇
八
頁
。

三
科
仁
伸
（
二
〇
二
一
）「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
実
業
界
へ
の
人
材
供
給
―
―
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
を
事
例
と
し

て
―
―
」、『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
七
巻
、
一
五
九
―
一
八
六
頁
。

三
科
仁
伸
（
二
〇
二
三
）「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
保
険
事
業
の
設
立
と
経
営
―
―
門
野
幾
之
進
の
活
動
を
事
例
と
し
て
―
―
」、『
史
学
』
第

九
一
巻
第
四
号
、
一
―
二
九
頁
。

三
田
商
業
研
究
会
編
（
一
九
〇
七
）『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』、
実
業
之
世
界
社
。

三
宅
雄
二
郎
（
一
九
一
四
）『
世
の
中
』、
実
業
之
世
界
社
。

森
川
英
正
（
一
九
八
〇
）『
財
閥
の
経
営
史
的
研
究
』、
東
洋
経
済
新
報
社
。

門野重九郎と鉄道事業
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